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2026年度　入試内容とアドバイス／総合型選抜入試
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■総合型選抜入試

　総合型選抜入試は、高等学校からの推薦によらず、受験生自身の意思で出願し、受験生本人が記載するエントリー
シート（志望理由、入学後の学習計画等）や自己PR資料と、小論文またはレポート作成及び面接を組み合わせること
によって、受験生の能力・意欲・適性等を多面的・総合的に評価・判定することを目的とした入試制度である。これ
により、大谷大学では、本学の教育理念をよく理解し、本学で学ぶことに強い意欲を持った学生を受け入れる。

制度の特色

　2021年度入試より総合型選抜として始まった本入試では、全ての審査をとおして、受験生の意欲・関心と各学科の
求める学生像、学びの特質との適合性（マッチング）を総合的に評価・判定する。2026年度入試では、試験日に先が
けて、まず学長による本学の理念説明の動画配信が行われた。試験当日は学科（教育学科はコース）ごとにアドミッ
ション・ポリシーの説明と学科ワークが実施され、その後、各学科・コースで設定された小論文またはレポート作成
に全受験生が取り組んだ。選考は、学科ワークを受講したうえで課される小論文またはレポート作成、出願時に提出
されたエントリーシート・自己PR資料及び面接にて行われた。
　学科ワークでは、入学後に各学科・コースで必要となる力を確認するため、講義、グループワークやグループディ
スカッションなど、それぞれ学科・コースにより学びの特性を生かした形式で行われた。

選考方法とその意図（出題意図）

　総合型選抜入試のもっとも有効な対策は、オープンキャンパス※の各学科・コースの「学び紹介（総合型選抜
入試ポイント解説）」と個別相談ブースでの説明に参加することである。あわせて、大学ホームページに掲載さ
れる「2027年度総合型選抜入試ポイント解説」にて過去問題や各学科・コースからのアドバイスを確認してお
くことが肝要である。試験当日は学科・コースごとに特色ある課題が出題されるが、オープンキャンパスはそ
れらの具体的な説明を事前に確認できる貴重な機会となる。「入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー 
AP）」及び「学科の目標・学科が求める学生像」についても、必ず確認しておいてほしい。
　総合型選抜入試は、「学科ワーク」+「小論文またはレポート作成」+「面接」の形式である。「学科ワーク」は、
それぞれの学科・コースの学びの特性を生かして、講義、グループワーク、グループディスカッション、もしく
はそれらいずれかの組み合わせにて行われ、学科ワークを受けたうえで、「小論文またはレポート作成」が課さ
れる。「小論文またはレポート作成」は、入学後に各学科・コースで必要となる力を確認するために行う。例えば、
学科ワークが「講義」で「小論文」を課される場合、講義を聴いたうえで課題が提示されるので、課された内容
の要点を整理し、自身の考えをまとめて文章作成するという、高校までに培われた基本的な能力がまずは要求さ
れる。学科ワークが「グループワーク」「グループディスカッション」で「レポート作成」が課される場合、それ
らの取り組みを踏まえて自身が考えたことなどの文章作成が課される。いずれも詳細は、オープンキャンパスに
おける各学科・コースの「学び紹介」への参加や、大学ホームページに掲載される「2027年度総合型選抜入試ポ
イント解説」にて過去問題や各学科・コースからのアドバイスを確認してほしい。
　「面接」では、主に意欲・関心と学科・コースとの適合性（マッチング）が問われる。自分が入学後に学びた
いと思っていることと志望する学科・コースの学びの内容が合致していることや、取得したいと思っている資格・
免許がその学科・コースで取得可能かどうかについて、よく確認したうえで出願してほしい。
　いずれの方法も学科・コースの学びの特性に応じた内容でそれぞれ実施される。志望する学科・コースでの学
びに対する意欲・関心、適性を大いにアピールできるチャンスとなる。大切なことは、オープンキャンパスの各
学科・コースの「学び紹介」あるいは個別相談ブースにて、自らの意欲・関心が志望する学科・コースの求める
学生像や学びと合致しているかを、十分確認しておくことである。
　その他、事前提出書類に関するアドバイスとしては、まずエントリーシートは志望する学科・コースの学問領
域と自身の修学目的とのマッチングを十分確認したうえで作成することが肝要である。
　自己PR資料（提出は任意）については、様式などは問わない。志望する学科・コースの学びに連動、関連す
る内容が含まれていればよい。例えば、活動報告書、取得した資格・検定やさまざまな活動、経験を証明できる
もののコピー、作品や成果物、ポートフォリオ、その他自身で作成したものなどが対象となる。志望する学科・
コースのために準備や努力してきたこと、これまで力をいれて取り組んできたことなどを存分にアピールしてほ
しい。
　なお、2027年度入試の実施内容や評価基準などの詳細については、『2027年度入試ガイド』にて公表している
ので、確認してほしい。

受験生へのアドバイス

※オープンキャンパスで実施する入試対策などのプログラム内容については、大学ホームページにて確認すること。


